





























産 学公 連携 で
アジア ・ネットワークの拡 充
亜細亜大学大学院アジア ・国際経営戦略研究科委員長
AIBS学会長 池 島 　 政 広
　リーマ ンシ ョック後、米 国経済 は世界の中で急速 に影響力 を弱め、欧州経済
もネッ トワー クを強化す るものの、厳 しい経済状況 に置かれてい ます。その中
で、アジアの経済発展 は目を見張 るものがあ り、大 きな市場 として捉 え始め ら
れています。そこで激 しい市場獲得競争が繰 り広げ られてい ます。内需拡大 に
限界のある日本の企業 も、この巨大市場 を求めて動 き始 めています。 しか しな
が ら、アジアでのビジネス展 開は、個別企業 の利益獲得 とい う行動原理だけで
は上手 くい きませ ん。文化や政治経済体制の異 なる国へ の進出に際 しては、そ
の状況を踏 まえて、進出先国の繁栄 に応 えてい く必要があ ります。 さらには、
アジァの豊かさや繁栄 とい う高い志 を持 って戦略的な行動 を取 っていかねばな
りません。
　以上の ような問題意識を持 って、2007年8月に、AIBS学会 を立 ち上げま し
た。本学会 には、 日本 を含 めたアジアの企業 の戦略行動 に関心 を持 ってい る
方々が集 っています。研究活動 だけで はな く、将来のアジアの繁栄 に貢献で き
る人材の育成にも積極的に取 り組んでい ます。産業界側か ら、今動いている生
のケースの提供、 さらには企業 の戦略行動 に深 い関わ りを持つ行政側か ら政策
についての見解 も示 されます。産学公のメ ンバ ーが一同に会 して熱い論議 を繰
り広 げている 「アジアの教育 ・研究のプラッ トフ ォーム」であ ります。
　一昨年の10月には、上海 に支部を創設 し、「日中ビジネス連携」 をテーマに
したセ ミナー を開催 しました。上海支部の創設にご尽力頂いた初代の支部長は
埃慕計算機技術の董事長兼総経理の李世偉氏であ りました。パネルで 「在中国
日系企業の トップの 日本人は余 りにサラリーマ ンタイプが多 く、それでは中国
人社員 はついてこない」 という日本企業の問題点についての彼の発言 は今で も
頭か ら離れません。 日本 をよく知 る熱血漢であ りました。悔 しい限 りですが病
気のため急逝 しま した。名誉支部長 として名 を残 し、彼 の遺志 を引 き継 いで上
海支部を盛 り上げていかねばな りません。二代 目支部長 とい う大役 を、そのセ
ミナーのパネ リス トであ りました李蓋氏が快諾 して くれま した。彼女 は、上海
市宝山区発展改革委員会副主任であ り、産業界 とも関わ りを持つ公の側か ら支
部を運営 していただけます。昨年の10月31日に新錦江大酒店 において、「EI中
ビジネス連携 の実践」 というテーマでセ ミナーを開催 しました。 日本か らも産
業界や他大学の研究者が参加 され盛会で した。
　今後の学会の展 開 としては、中国以外のアジアの諸 国へ支部 を設置 し、ネ ッ
トワークを拡充 したいと考 えています。 まず は、2月 末 に韓 国で支部 を設置 し
て、セ ミナー を開催 いた します。3月 末 には、イ ンドまで視野 に入れた 日本企
業のアジア展開を論議する予定です。
　 最後 にな りましたが、上海支部 との架 け橋 になっていただいている副会長の
飯高氏お よび新支部長の李氏、 さらにはセ ミナーな どでお世話 になっている香
山氏は じめ講師の方々には感謝 申し上げます。
???
??
3
